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＜審査結果の要旨＞  

研究の概要：本研究の目的は、がん看護におけるケアリング行為を基盤とするケアリングの構造

を明らかにすることである。ミックス法を用いて、ケアリングの概念分析、ケアリング行動質問

紙の作成と看護師・がんサバイバーの認識の把握、看護師・がんサバイバーを対象としたケアリ

ング行為の抽出を行った。本研究は、本学倫理審査委員会の承認を受けた。結果、がん看護にお

けるケアリングは８要素 42行為からなり、その構造は、「双方向のコミュニケーション」と「人

間的な親しみを感じられるかかわり」を基盤に、「対象者の尊厳を遵守し対象者と看護師の限界

がなくなるような関係」「対象者と家族が安心して療養できる環境の調整」「対象者や家族の状態

を予測した支援」「主体的に療養するために必要な情報の提供」「ケアリングの価値を認めるチー

ム医療体制」「対象者の人格を尊重しアートとサイエンスを駆使したケアの実践」がブロックの

ように積み重なって一体化していることが明らかになった。 

新規性と価値：:ケアリングは看護学のみならず教育学や倫理学等において注目されている概念

であるが、その研究は抽象度が高い議論となり、がん看護におけるケアリングとなるとさらに進

展しているとは言い難い。著者は修士課程のときから一貫してこのようにむずかしいテーマに果

敢にチャレンジし続けており、質問紙の作成とケアリング行為を構造化した点は評価できる。ま

た、近年関心がもたれているミックス法を用いたことも新しい。導かれた結果は、 がん看護に

おけるケアリングの実践と研究に貢献する研究として高く評価できる。 

審査経過：口頭試問は３回開催した。第１回（12/10）では、質的研究方法や文献レビュー等に

ついて質疑応答がなされ、結果、明確になった課題について加筆修正することとなった。第２回

（12/25）では、修正論文はわかりやすくはなったが、「アートとサイエンス」という表現はより

独自性を出す表現がよい、文献レビューに主張がない、「構造」をもっと強調すべきである等の

指摘がされた。第３回（1/9）では、前回指摘事項は修正され、論文として整理されたと評価さ

れた。いずれの回においても、著者は質問に対して自身の考えをきちんと述べ、内容も適切であ

った。 

合否結果：以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（看護学）の学位を授与

するに十分価値があるものと認めた。 
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